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本当の幸福を経験するためにアガペー愛が不可欠なのはなぜですか？ 

とても大切な問いだと思います。聖書の観点から考えると、アガペー愛（原則に基づく無私の愛）

が幸福に不可欠なのは、「幸福を受け取る」だけでなく「幸福を生み出せる人」にしてくれるから

だと思います。 

1. 自分中心の幸福には限界がある 

「自分が楽しい」「自分が認められた」「自分の願いがかなった」という幸福は、状況に左右されま

す。 

ところがアガペー愛は、 

「相手にとって何が本当に良いか」 

を考えます。 

そのため、環境が思い通りにならなくても、愛するという自分の選択によって喜びを持つことが

できます。 

2. 与えることそのものが喜びになる 

イエスは「受けるより与える方が幸福である」と教えました。（使徒 20:35） 

これは非常に興味深いですね。 

普通は「何かをもらえば幸せになる」と考えます。しかしアガペー愛を持つと、 

「自分が誰かのために何か良いことをできた」 

ということ自体が喜びになります。 

つまり、幸福の源が「人から自分へ」だけでなく、「自分から人へ」も流れるようになるわけです。 

3. 人間関係が深くなる 

アガペー愛には、相手の欠点を見てもすぐに見限らない、許す、親切にする、相手の立場を考え

る、といった行動が含まれます。 

1 コリント 13:4-7 の有名な言葉もそうですね。 

「愛は辛抱強く、親切です。……自分のことばかり考えません。……全てのことを忍耐し、全ての

ことを信じ、全てのことを希望し、全てのことを耐え忍びます。」 

こうした愛があると、家族や仲間との関係に安心感と信頼が生まれます。それは幸福の非常に

大きな土台になります。 
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4. 「愛されている」という確信と結び付く 

そして聖書では、アガペー愛の最高の源はエホバです。 

「神は愛です」（ヨハネ第一 4:8）。 

エホバから愛されていると実感すると、 

「自分には価値がある」 

「一人ではない」 

「失敗しても見捨てられてはいない」 

という安心感を持てます。 

そして、その愛を受けた人が今度は他の人に愛を示す――この循環が幸福を深くしていきま

す。 

5. だから「幸福」と「愛」は切り離せない 

結局のところ、 

自分の幸福だけを追い求める → 幸福が状況に左右されやすい 

一方、 

エホバへの愛 → 人へのアガペー愛 → 与える喜び → 良い人間関係 → 深い満足 

という循環が生まれます。 

ですから、聖書が勧める幸福は、単に「楽しい人生」というより、**「愛することによって心の中に

生まれる深い満足」**なのかもしれません。 

そして、これは前にお話しした「人から無視されたり馬鹿にされたりしても、伝道を愛し続ける」と

いうことにもつながります。       

結果として自分が評価されるかどうかではなく、「エホバと人を愛しているから行う」。そこには、

状況に奪われにくい幸福があります。 

もしかすると、アガペー愛とは「幸福になるための手段」というより、幸福そのものを生み出す心

の状態なのかもしれません。 
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アガペー愛が幸福そのものを生み出す心の状態とは、とても考えさせられる素晴らしい表現で

すね。 

ありがとうございます。       

私も、ここにはかなり深いものがあると思います。 

考えてみると、「幸せになりたい」と強く願うことと、「愛したい」と願うことには大きな違いがありま

す。 

「幸せになりたい」と思うと、どうしても 

「私は何を得られるだろう？」 

と自分に意識が向きます。 

でもアガペー愛を持つと、 

「この人のために、私は何ができるだろう？」 

と意識が外に向きます。 

すると不思議なことに、自分の幸福を直接追いかけていないのに、心の中に幸福が生まれるん

ですね。 

さらに聖書的に考えると、これはエホバご自身の性質とも関係しています。エホバは愛を「持って

いる」だけでなく、愛を表現し、与える方です。ですから、私たちが無私の愛を示す時、ある意味

でエホバの考え方に近づいている。そのこと自体が深い満足をもたらすのではないでしょうか。 

そして、ここが特に美しいところだと思います。 

「愛される → 幸福になる → 愛する」 

だけではなく、 

「エホバから愛されていると知る → 安心する → 人を愛する → 人の幸せに貢献する → 自

分も幸福になる」 

という循環ができる。 

だからイエスが「与える方が幸福」と言われたのは、単なる道徳的な教訓ではなく、人間が本当

に幸福になる仕組みそのものを教えていた、と考えることもできます。 

そして以前お話しした「親切にしても相手から嫌われることがある」という問題も、ここにつながり

ますね。 
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アガペー愛が成熟すると、「相手が自分をどう評価するか」から少しずつ自由になり、「自分は愛

を示せた」ということに喜びを見いだせる。 

これはかなり強い幸福だと思います。 

人から奪われにくい幸福です。 

 

でも不完全な人間がアガペー愛を身に着けるのはそんなに簡単なことではないはずです。どう

したら自分の内にアガペー愛を成熟させることができますか？ 

そうですね。そこがまさに大切なところだと思います。 

アガペー愛は「頑張って性格を良くする」だけでは身に着きにくいものです。不完全な人間には、

どうしても「自分を守りたい」「認められたい」「相手にも同じようにしてほしい」という気持ちがあり

ます。 

ですから、聖書の考え方では、アガペー愛を少しずつ育てていくことが現実的なのだと思いま

す。 

1. まず「愛されている」ことを深く実感する 

愛することを学ぶ出発点は、自分からではなく、エホバが先に愛してくださったことを考えること

です。 

「私たちが愛するのは、神がまず私たちを愛してくださったからです。」 

― ヨハネ第一 4:19 

これはかなり重要です。 

「もっと人を愛さなければ」と自分に命令するだけでは疲れてしまいます。 

むしろ、 

「こんな不完全な自分を、エホバはそれでも大切にしてくださっている」 

と繰り返し考える。 

すると、心に余裕が生まれ、その余裕が他の人への愛に変わっていきます。 

2. 「相手から何を受けるか」ではなく「何を与えられるか」と考える 

アガペー愛を成熟させる、とても実践的な方法だと思います。 

例えば誰かに親切にした時、 

「ありがとうと言ってくれるかな」 
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ではなく、 

「この人が少しでも楽になれば、それでいい」 

と考える。 

相手が期待通り反応してくれなくても、愛を示したこと自体を喜べるようになります。 

これは筋トレに少し似ています。       

小さな親切を繰り返すことで、愛する力そのものが鍛えられていくのだと思います。 

3. 「好きになれない人」にも良いことをする 

ここがアガペー愛の本当の訓練場かもしれません。 

好きな人に優しくするのは、それほど難しくありません。 

しかし、 

• 自分を誤解している人 

• 冷たい態度を取る人 

• 自分を評価してくれない人 

• 何度も失望させる人 

に対しても、「それでもこの人に良いことをしたい」と思えるようになる。 

これは感情として「好きになる」という意味ではありません。 

「この人にもエホバから見れば価値がある。だから私はこの人のためにも良いことをしたい」 

という意思です。 

そこにアガペー愛の強さがあります。 

4. 「相手の欠点」ではなく「その人の事情」を考える 

誰かに傷つけられた時、 

「どうしてこの人はこんなことをするんだ！」 

と思うのは自然です。 

でも少し立ち止まって、 

「この人には何か事情があるのかもしれない」 

「自分にも同じような弱さがあるのではないか」 
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と考えてみる。 

もちろん、悪い行動を正当化する必要はありません。 

ただ、人を一つの失敗だけで定義しない。 

これを繰り返すと、批判する心よりも理解しようとする心が強くなっていきます。 

5. 毎日の小さな場面で「愛を選ぶ」 

実は、大きな犠牲を払う場面より、日常生活の小さな場面の方が重要なのかもしれません。 

例えば、 

言い返したくなった → 少し黙る 

批判したくなった → 良い点を一つ考える 

面倒だと思った → 少し手伝う 

無視された → それでも挨拶する 

感謝されなかった → エホバが見てくださっていると考える 

こういう小さな選択の積み重ねです。 

その一つ一つが、心の中に「愛する習慣」を作っていきます。 

6. 祈りで「愛する力」を求める 

そして、これは特に大切だと思います。 

「エホバ、あの人を好きになれるようにしてください」 

だけではなく、 

「エホバ、この人をあなたが見るような目で見られるよう助けてください。自分の感情よりも、この

人の益を考えられるようにしてください」 

と祈る。 

これは以前お話しされていた、日常の中でエホバの助けを求める祈りとも深くつながります。 

アガペー愛は、「一度身につけたら完成」というものではなく、エホバに助けを求めながら毎日の

選択によって育てていくものなのでしょう。 

 

そして、もう一つ大切なことがあります。 
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「アガペー愛が足りない自分」に気づいて落ち込む必要はないと思います。 

むしろ、 

「今、自分はこの人を愛せていないな」 

と気づいた瞬間は、失敗ではなく、愛を成長させるチャンスです。 

「エホバ、私には難しいです。でも、この人に良いことをしたいという気持ちを持てるよう助けてく

ださい」 

――その小さな祈りから始めてもいい。 

そうやって少しずつ、「愛さなければならない」から「愛したい」へ変わっていく。 

私は、それこそがアガペー愛が成熟していく過程なのではないかと思います。 

 

特に聖書の伝道はこのアガペー愛を示す点で大切な分野ですし、また関係の悪くなった人と聖

書の伝道を一緒にするのも関係改善の機会になると思いませんか？ 

はい、私はその見方にはかなり深い意味があると思います。 

特に聖書の伝道は、アガペー愛を「考える」だけでなく「行動に移す」機会になりやすいですね。 

伝道は「相手のために時間を使う」愛 

伝道では、自分に直接の利益があるわけではないのに、 

• 相手の話を聞く 

• 聖書から希望を伝える 

• 相手の状況を気遣う 

• 断られても礼儀正しく接する 

• 相手の将来を願って祈る 

といったことをします。 

つまり、「自分が何を得るか」ではなく、**「この人に何か良いものを届けられないか」**という方

向に心を向けます。 

その意味で、伝道はアガペー愛を実践する非常に良い訓練になります。 

そして、関係が悪くなった人と一緒に伝道する――これは興味深いですね 

確かに、関係改善の機会になり得ると思います。 
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ただし、「伝道すれば関係が必ず元通りになる」という意味ではありません。 

むしろ、二人が同じ目的を持って、 

「この人に聖書の希望を伝えたい」 

と考える時間を共有することに意味があります。 

普段なら相手のことを考えると「以前のこと」が頭に浮かんでしまうところを、伝道中は一緒に第

三者のために良いことをすることになります。 

すると、 

「私とあなた」 

↓ 

「私たちが、この人のために何ができるか」 

へと視点が変わります。 

これって、関係修復にはかなり大きな意味があると思います。 

「仲直りしてから一緒に奉仕する」のではなく…… 

場合によっては逆もあるのかもしれません。 

一緒に良いことをする中で、少しずつ関係が癒やされていく。 

例えば最初は、 

「おはようございます」 

だけでもいい。 

次は、 

「この人にはこの聖句が良さそうですね」 

と話す。 

そのうち、 

「さっきの人、ずいぶん悩んでいましたね」 

と同じ人を気遣う。 

そしてある時、 
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「今日は一緒に奉仕できてよかったですね」 

と言える。 

こうした小さな共同体験が、以前のわだかまりを少しずつ薄めていくことがあります。 

ただ、一つ大切な点があります 

アガペー愛は、相手から良い反応を引き出すための方法ではないと思います。 

「一緒に伝道すれば仲直りできるだろう」と考えると、うまくいかなかった時に失望します。 

むしろ、 

「関係がすぐ改善するかどうかにかかわらず、この人に愛を示すことを選びたい」 

というところから始める。 

そうすると、自分の側の心が変わっていきます。 

ローマ 12:18 の、 

「できる限り、自分に関する限り、全ての人と平和を求めましょう」 

という原則も思い出されます。 

そして興味深いのは、**「自分に関する限り」**という部分です。 

相手の反応まで自分がコントロールする必要はない。でも、自分が愛を示すことについては、自

分の責任として取り組める。 

だから、関係の悪くなった人と一緒に伝道することは、単なる「奉仕の予定」以上の意味を持つこ

とがあります。 

二人で誰かを愛することが、二人の間にもう一度愛を育てるきっかけになる。 

これはアガペー愛の、とても美しいところだと思います。 
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ありがとうございました。 

こちらこそ、ありがとうございました。       

今日のお話を一言でまとめるなら、 

「愛を示すことによって、愛する心そのものが育ち、その中から幸福が生まれる」 

ということかもしれません。 

特に、簡単には愛せない人に対しても小さな親切を選ぶこと――そこにアガペー愛の成長がよく

表れるのでしょうね。 

また聖書について、こういう一緒に考えるお話ができたらうれしいです。 
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